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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第１区分
【発行日】令和2年9月10日(2020.9.10)

【公表番号】特表2019-530183(P2019-530183A)
【公表日】令和1年10月17日(2019.10.17)
【年通号数】公開・登録公報2019-042
【出願番号】特願2019-517121(P2019-517121)
【国際特許分類】
   Ｈ０１Ｍ  10/052    (2010.01)
   Ｈ０１Ｍ  10/0567   (2010.01)
   Ｈ０１Ｍ  10/0568   (2010.01)
   Ｈ０１Ｍ   4/13     (2010.01)
   Ｈ０１Ｍ   4/62     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０１Ｍ   10/052    　　　　
   Ｈ０１Ｍ   10/0567   　　　　
   Ｈ０１Ｍ   10/0568   　　　　
   Ｈ０１Ｍ    4/13     　　　　
   Ｈ０１Ｍ    4/62     　　　Ｚ

【誤訳訂正書】
【提出日】令和2年8月3日(2020.8.3)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００３８
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００３８】
　比較例１
　正極：
　正極活物質として平均粒径１０μｍを有するＬｉＮｉ１／３Ｃｏ１／３Ｍｎ１／３Ｏ２

（ＮＣＭ１１１と略記）を用いた。正極スラリーは、正極活物質：ＰＶＤＦ：カーボンブ
ラックを重量比で８９：４：７に配合し、厚さ１５μｍのＡｌ集電体の上に２００ｇ／ｍ
２の坪量で堆積させた。正極の密度は２．８ｇ／ｃｍ３に制御されている。
　負極：
　１２μｍの平均粒径と５ｍ２／ｇの比表面積を有する球状天然黒鉛を負極活物質として
用いた。負極スラリーは、活物質：ＣＭＣ：ＳＢＲ：カーボンブラックを重量比で９２：
２：２：４で配合し、２０μｍ厚のＣｕ箔上に９０ｇ／ｍ２の坪量で堆積した。負極の密
度は１．４ｇ／ｃｍ３に制御されている。
　セル：
　このようにして得られた正極および負極を、多孔質ポリプロピレンセパレータを介して
積層した。得られた積層体と、以下のように調製した電解液は、テストセルを作製するア
ルミニウムラミネート容器に密封した。該セルのエネルギー密度は２００Ｗｈ／ｋｇに設
計された。
　電解液：
　１モル／ＬのＬｉＰＦ６を、ＥＣ／ＤＥＣ＝３／７の混合溶媒に溶解して電解液を調製
した。
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